
1 は  し め に

1980年12月 24日 に本州の太平洋側に/ONっ て北上した低気

圧は24日 15時 には金華山沖で ,70 1n bと 台風並みに発達し

宮城県全般に暴風雨をもたらした4)。 湿 り雪のため電線着

雪により送電線や電話線が各地で切断され,停電により交

通や家庭生活に大混乱が生じた。また三陸沿岸部では石巻

市で14時 10分台に北束の風で 165″ ,14時 40分に最大瞬間

風速 361″を記録し,鮎川|で は16時 20分に最高潮位 296",

江ノ島では16時 00分 に最大波144″ となった。このためこ

の■方は高潮により船舶や栽培施設が流される等漁業が,

また強風雪により杉等が折れたり倒れる等林業が甚大な被

害を受けた。

養蚕関係では桑園に海水のかぶったところが本吉地方で

出現した。このようなケースは極めてまれなため,資料に

乏しく今後に記録を残しておく意味と翌年の桑へどの様な

影響を及ぼすかを調査するため土壌を分析した。

海水浸入桑園 (志津川蚕指,12月 26日 撮影)

2 材 料 及 び 方 法

調査圃射  本吉郡志津川町戸倉の海水浸入桑慶

調査圃場の状況及び海水浸入状況 : 調査圃場は志津川

湾防潮堤の直下にあり,高潮がこの防潮堤を乗り越えたた

め海水が浸入したものである。また最も海水が浸入したと

ころでは主幹部の中間部まで浸るほどであった (表 1)。
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桑品種 : 改良鼠返,用途別 : 春秋兼用桑園,土性 :

砂壊土

土壌採取 : 1981年の 1月 9日 (浸入後16日 目), 3月

9日 (浸入後75日 目 ), 4月 30日 (浸 入後 127日 目)に滞

溜 7～ 10日 間, 5～ 6日 間, 3～ 4日 間, 2～ 3日 間と区

分けし,さ らに海水が浸入しなかった桑園土壌も初回のみ

各々上層 0～15",下層15～ 30"の 2層を採取し分析に供

試した。

測定法 : PHは PHメ ーター,NaClは炎光光度計,Ca
は原子吸光分光光度計で測定した。

3 結 果 及 び 考 察

PIIは表 2の様に全般的に高く日数がたつにしたがい上が

る傾向を示している。中井
3)によると海水浸入桑園では一

時的には中性に近くなるが,日 時を経るにしたがい酸性反

応が強くなるとされているがこの場合は逆の現象を示 して

いる。これは後で述べる08量に関係していると思われる。

N801は表 3に示 したがこれをみると浸入 16日 目, 7～

10日 間滞溜で上層で0066%,下層 0032%, 5～ 6日 間滞

溜で上層 0061%, 下層で0056%, 3～ 4日 間滞溜で上

表 : 海水無浸入桑園土壌の状況
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層 0031%,下層 0020%, 2～ 3日 間滞溜で上層 0015%,

下層 0022%と 海水をかぶらなかった地点の土壌のO IX9～

0010%よ りも最低 15～最高 66倍 も含まれていた。また

滞溜期間が長くなる程,下層より上層が多い傾向を示した。

次に75日 目, 127日 日と日数がたつにつれて若手の変動は

あるが少なくなっており,ま た 127日 (4カ 月 )後 も依然

無浸入桑園土壌よりも多く,上層が下層より多い傾向は変

わりなかった。

はこのIIL帯の土壌に貝殻類が多く含まれており海岸桑園の

特異点として注目されるところである。量的には 3～ 4日

間滞溜>5～ 6日 F85滞 溜>2～ 3日 間滞溜>7～10日 間滞

溜の順に多 く表 2の PH(K01)と 一致している。 結果的

にはこのCaが多量に含まれていたため海水が浸入 しても

PIが下がらなかったものと思われる。したがって今後こ

の員殻類の利用は酸度矯正の土壌改良剤として有望である

と思われる。

以上海水浸入桑園について述べたが今回調査したもので

はNaClは最高で0066%含 まれており,こ の程度では桑

樹に影響は無かった。なお蚕に対する葉質の問題について

は今後検討したい。

1980年 12月 24日 に発生した暴風雨による海水浸入桑園土

壌を採取,分析したところ次の結果を得た。

(1)PHは全般的に高く日数がたつにしたがい上がる傾

向を示した。これはCa量が多いためと思われる。

(2)｀ 301量は最高で 0066%含 まれており海水無浸入

地点の上壌の 15～ 66倍多く含まれていた。さらに滞溜

期間が長くなる程また上層が下層より多い傾向を示した。

(3)Ca量 は非常に多く普通の桑園の 3～ 4倍多く含ま

れていた。これはこの地帯に員殻類が多 く含まれていたた

めと思われる。

(4)NaCl量は最高で 0066%程 度で桑樹に及ぼす影響

は無かった。
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次に翌年の生育状況は異常なく,春の発芽からその後の

生育は順調で最高時で0066%程度では桑樹に影響は無い

ものと思われる。このことは小山らの01%以下は桑樹に

害は無いという説
:'う に合致している。

表 4に示した様に置換性 C8は非常に多く, 上壌採取月

日により変動があるが普通の桑園の 3～ 4倍あった。これ

表 3 N8CIの 変化


